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６
月
１
日
～
７
日
は

　
　
　
　
『
水
道
週
間
』で
す

空
き
家
な
ど
の

  

適
正
な
維
持
管
理
を  

        

お
願
い
し
ま
す

　
適
正
な
管
理
が
で
き
て
い
な
い
空
き
家
な

ど
の
増
加
は
、
倒
壊
や
犯
罪
、
火
災
の
発
生

な
ど
住
民
の
身
体
や
財
産
、
安
心
安
全
な
暮

ら
し
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

所
有
者
や
管
理
者
は
、
空
き
家
な
ど
が

管
理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
自

ら
の
責
任
で
適
正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

空
き
家
な
ど
を
放
置
し
て
し
ま
う
と
…
…

　

 

強
風
な
ど
で
屋
根
や
雨
ど
い
、
外
壁
が

   

飛
ば
さ
れ
る

　

 

樹
木
の
枝
が
敷
地
の
外
に
は
み
出
す

　

 

火
災
発
生
や
倒
壊
の
お
そ
れ

　

 

不
審
者
の
侵
入

   

雑
草
が
生
い
茂
る
・
ご
み
の
不
法
投
棄　

…
…
こ
ん
な
こ
と
に
。

　
空
き
家
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
、
近
隣
や

通
行
人
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
所
有
者
や

管
理
者
の
責
任
と
な
り
、
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

問
題
が
発
生
す
る
前
に
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

危
機
管
理
防
災
課

　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
１
内
線
５
８
２

　
　
　
　

（
43
）７
６
５
６

！！ ！！！

「そっか。いい人生は、いい時間の使い方なんだ。」

「ワクワク・ライフ・バランス」

問合せ　人権推進課☎（43)1111 内線 162・（44)0257

令和２年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズ

　男女共同参画週間に伴い、男女共同参画基本
法の目的および基本理念に関する理解を深める
ことを目的としています。
と　き　6月 23 日（火）から 29 日（月）まで
ところ　幸手市役所本庁舎１階ロビー

　男女が社会の対等な構成員として、自らの意
思によって社会のあらゆる分野における活動に
参画する機会が確保され、もって男女が均等に
政治的、経済的、社会的および文化的利益を享
受することができ、かつ、共に責任を担うこと
をいいます。

 

　

同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

   

～
我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
の

            　
　

解
決
に
向
け
て
～

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で

形
作
ら
れ
た
身
分
差
別
に
よ
っ
て
、
一
部
の
人
々

が
長
い
間
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
い

状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
同
和
地
区

と
よ
ば
れ
る
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
結
婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、
就
職
時
に
差
別

を
受
け
た
り
す
る
な
ど
、
基
本
的
人
権
の
侵
害
に

関
わ
る
我
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
図
る
た
め
、
国
と
地
方

公
共
団
体
で
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
三
十
三
年
間

に
わ
た
り
、
地
域
の
改
善
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
今
で
も
全
国
の
同
和
地
区
の
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
掲
載
し
、
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
事
案
や
、
同
和
問
題
を
口
実
に
不
当
な

利
益
を
求
め
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
な
ど
の
事
案

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
こ
れ

ま
で
の
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
妨

げ
る
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
平
成

二
十
八
年
十
二
月
に
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体

で
は
部
落
差
別
の
解
消
へ
向
け
て
、
啓
発
・
教
育

事
業
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
同
和
問
題
を
真
剣
に
考

え
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■　6月 23 日から 29 日までの 1週間は、男女共同参画週間です　■

　「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成 11 年 6 月 23 日にちなんで設けら
れました。男女共同参画社会基本法の目的や基本理念について理解を深めることを目指し
ています。

　

水
道
は
い
つ
も
私
た
ち
の
身
近
に
あ
り
、

炊
事
に
洗
濯
に
入
浴
に
と
当
た
り
前
の
よ

う
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
普
段
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
道
で
す
が
、
こ
の
水
道
が

な
く
な
っ
た
ら
私
た
ち
の
生
活
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
水
道
週
間
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
水
と
い
う
資
源
の
大
切
さ
、

水
道
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
重
要
性
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
質
に
つ
い
て

　

市
で
は
水
道
水
を
安
心
し
て
ご
使
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
色
・
濁
り
・
残
留
塩
素

（
一
定
以
上
必
要
と
す
る
塩
素
濃
度
）に
つ

い
て
毎
日
１
回
、
そ
の
ほ
か
水
道
法
で
定

め
ら
れ
た
項
目
に
つ
い
て
は
毎
月
１
回（
９

項
目
）お
よ
び
年
４
回（
51
項
目
）の
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
結
果
は
す
べ

て
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準
以
下
で
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■■男女共同参画とは■■ 男女共同参画週間
記念パネル展を開催

問
合
せ　

水
道
管
理
課

　
　
　
　

☎（
48
）０
０
５
０
・
（
48
）０
１
２
０

■■ ■■

中国青
せいかいしょう

海省の金
キンネイ

寧様より

明治安田生命保険相互会社より

人
権 

　

そ
れ
は 　

愛

マスクの寄贈ありがとうございます！

　▲左から、久喜営業所吉岡梢アドバイザー、木村市長、　

　　大宮支店池田浩二支社長　　

　5 月 13 日（水）に、 令和 2 年 1 月 20 日に「健康づく
りにおける連携協力に関する協定」を締結した、明治
安田生命保険相互会社大宮支社からマスク（500 枚）が
寄贈されました。
　大宮支社池田浩二支社長は「新型コロナウイルス
の対策をしていく中で、マスクが手に入りにくい状
況であることから、市役所の窓口で対応されている
職員のみなさんの感染症予防に役立てていただきた
い。」とコメント。
　木村市長は「マスクが不足している中で、職員も工
夫しながら業務にあたっています。引き続き、感染
症予防に努めながら市民サービスの提供を行う、窓
口業務において活用させていただきます。」
と受け取りました。

　4月 23 日（木）に、新型コロナウイルスの影響でマ
スク不足に悩んでいる日本のため、役に立ちたいと
いう善意により 1万枚のマスクが寄贈されました。
　幸手市に住んでいる姪御さんと相談の上、お世話
になった幸手市へ恩返しをしたいと思い、姪御さん
が参加していた幸手日本語教室のボランティアの書
上様を通じて市へ申し出がありました。金様と趣旨
に賛同されたご友人 12 人により、マスクが幸手市
に届けられました。
　木村市長は「いただいたマスクは、有効的に活用
させていただきます。あたたかいご支援に報いるた
めにも、今後、より一層の感染予防に努めていきます。」と受け取りました。
　１万枚のマスクは市内の保育所、学校、放課後児童クラブ、介護施設、妊婦のみなさんなどへ配布
しました。

「

飲
み
水
を　

     

未
来
に
つ
な
ご
う

               

ぼ
く
た
ち
で 

」


